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◎
氷
川
町
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正

　

下
水
道
法
施
行
令
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。
内
容
は
、
ジ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
の
基
準
を
「
0.2
㎎
」

か
ら
「
1
㎎
」
に
改
正
し
ま

し
た
。

◎
宮
原
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

管
理
を
九
州
テ

ク
ニ
カ
ル
・
浄
化

槽
管
理
セ
ン
タ
ー

業
務
委
託
共
同
企

業
体
に
委
託
し
ま

す
。

◎
氷
川
町
立
神
峡

公
園

　

管
理
を
氷
川
町

の
立
神
峡
公
園
管

理
組
合
に
委
託
し

ま
す
。

◎
氷
川
町
竜
北
物

産
館

　

管
理
を
氷
川
町

の
（
有
）
氷
川
町
ま
ち
づ
く

り
振
興
会
に
委
託
し
ま
す
。

◎
氷
川
町
農
産
加
工
研
修
セ

ン
タ
ー

　

管
理
を
氷
川
町
の
（
有
）

氷
川
町
ま
ち
づ
く
り
振
興
会

に
委
託
し
ま
す
。

◎
竜
北
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
宮

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
宮
原
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

管
理
を
氷
川
町
の
社
会
福

祉
法
人
氷
川
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
ま
す
。

◎
氷
川
町
ま
ち
つ
く
り
酒
屋

管
理
を
氷
川
町
の
宮
原
ま
ち

づ
く
り
（
株
）
に
委
託
し
ま

す
。

　

各
施
設
の
管
理
委
託
期
間

は
す
べ
て
、
平
成
24
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
27
年
3
月
31

日
ま
で
で
す
。

◎
竜
北
西
部
小
学
校
屋
内
運

動
場
改
築
工
事
請
負
契
約
の

金
額
を
2
億
6
7
7
5
万
円

か
ら
2
億
6
9
5
0
万
8
2

2
9
円
に
変
更
し
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
5
号
）
は
歳
入

歳
出
4
6
6
3
万
円
を
追
加

し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出

○
民
生
費

・
保
育
所
運
営
補
助
金
7
0

　

0
万
円

・
竜
北
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
の

需
用
費
で
灯
油
代
8
1
0

万
円

○
衛
生
費

・
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
市

町
村
負
担
金
1
0
5
1
万

5
0
0
0
円

○
農
林
水
産
業
費

・
熊
本
土
地
利
用
型
農
業
緊

急
支
援
事
業
補
助
金
5
1

　

3
万
3
0
0
0
円

○
土
木
費

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
4
3
9
万
8
0
0
0

円
◎
平
成
23
年
度
氷
川
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
2

号
）
は
歳
入
歳
出
4
3
9
8

万
2
0
0
0
円
を
追
加

　

主
な
歳
出

○
保
険
給
付
費

・
診
療
報
酬
1
1
3
0
万
円

○
諸
支
出
金

・
療
養
給
付
等
費
負
担
金
返

還
金
2
5
0
3
万
8
0
0

　

0
円

◎
平
成
23
年
度
氷
川
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）は
歳
入
歳
出
1
7

0
2
万
5
0
0
0
円
を
追
加

　

主
な
歳
出

○
諸
支
出
金

・
一
般
会
計
繰
出
金
1
6
8

　

6
万
6
0
0
0
円

◎
平
成
23
年
度
氷
川
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）は
歳
入
歳
出
5
6

5
万
9
0
0
0
円
を
追
加

　

主
な
歳
出

○
公
共
下
水
道
事
業
費

・
流
域
下
水
道
維
持
管
理
費

9
8
1
万
3
0
0
0
円

○
公
債
費

・
長
期
債
利
子
8
1
4
万

3
0
0
0
円
の
減
額

◎
平
成
23
年
度
氷
川
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
は
歳
入
歳

出
45
万
6
0
0
0
円
を
追
加

　

主
な
歳
出

○
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
負
担
金
45
万
6
0
0
0
円

◎
立
神
峡
公
園

吉
川
議
員　

議
案
第
41
号
の

立
神
峡
公
園
の
指
定
管
理
者

選
定
で
あ
り
ま
す
が
、
2
団

体
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
配
点
方
法
で
は
新
規

参
入
は
あ
り
得
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。

こ
の
配
点
で
も
新
規
参
入
の

可
能
性
は
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

今
回
は
少

数
、
僅
差
と
い
う
こ
と
で
候

補
者
を
決
定
し
て

い
ま
す
。
今
後
も

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ィ
ア
な
り
管
理

体
制
を
あ
げ
て
く
れ
ば
新
規

参
入
者
の
可
能
性
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

◎
氷
川
町
竜
北
物
産
館

江
嵜
議
員　

氷
川
町
ま
ち
づ

く
り
振
興
会
に
つ
い
て
は
議

会
で
も
ず
い
ぶ
ん
議
論
が

あ
っ
て
い
る
の
は
、
氷
川
の

し
ず
く
を
ま
ち
づ
く
り
振
興

会
が
単
独
で
議
会
承
認
い
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
や
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り

振
興
会
が
こ
の
竜
北
物
産
館

の
利
益
に
つ
い
て
も
そ
の
氷

川
の
し
ず
く
に
回
し
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
ば
審
査
委
員
の
中

に
は
施
設
の
管
理
に
係
る
経

費
の
内
容
、
収
支
計
画
を
み

て
、
否
と
い
う
委
員
が
い
て

も
い
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

農
業
振
興
課
長　

竜
北
物
産

館
の
指
定
管
理
で
は
「
氷
川

の
し
ず
く
」
等
が
あ
り
ま
す
。

氷
川
の
し
ず
く
は
開
業
し
て

10
ヵ
月
あ
ま
り
、
こ
う
い
っ

た
状
況
の
中
で
会
社
運
営
全

体
と
し
て
は
、
氷
川
の
し
ず

く
単
独
で
と
ら
え
る
の
で
は

な
く
、
物
産
館
、
農
産
加
工

セ
ン
タ
ー
、
氷
川
の
し
ず
く

を
ト
ー
タ
ル
的
に
考
え
て
何

と
か
黒
字
が
見
込
め
る
と
い

う
こ
と
で
判
断
を
し
ま
し
た
。

江
嵜
議
員　

ま
ち
づ
く
り
振

興
会
の
設
立
目
的
は
竜
北
物

産
館
と
説
明
を
受
け
て
お
り

ま
す
が
、
竜
北
物
産
館
で
利

益
を
上
げ
た
も
の
を
他
事
業

所
の
赤
字
を
補
填
し
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
振
興
会
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
先
ど
う
す

る
か
審
査
会
で
考
え
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

農
業
振
興
課
長　

一
番
の
目

的
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
、

氷
川
町
の
物
産
等
を
紹
介
し

氷
川
町
内
に
実
際
足
を
運
ん

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
目
に

見
え
な
い
効
果
と
い
う
も
の

も
多
大
に
あ
り
最
終
的
に
は

町
の
方
に
返
っ
て
く
る
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
。

江
嵜
議
員　

竜
北
物
産
館
の

利
益
を
氷
川
の
し
ず
く
に
回

す
こ
と
が
長
く
続
い
て
い
く

よ
う
だ
っ
た
ら
撤
退
す
る
。

そ
う
い
う
時
期
を
担
当
課
長

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
振
興
会

に
対
し
て
声
を
出
し
て
い
く

こ
と
を
し
な
い
と
竜
北
道
物

産
館
の
出
荷
者
に
迷
惑
を
か

け
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

農
業
振
興
課
長　

実
際
赤
字

が
続
く
よ
う
な
こ
と
で
あ
れ

ば
撤
退
と
い
っ
た
よ
う
な
こ

と
を
含
め
、
運
営
の
指
導
、

助
言
と
い
う
権
限
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
権
限
の
範
囲

内
に
お
い
て
当
然
取
締
役
会

の
方
に
は
経
営
状
況
を
見
な

が
ら
提
言
す
る
覚
悟
を
持
っ

て
い
ま
す
。

◎
竜
北
西
部
小
学
校
屋
内
運

動
場
改
築
工
事
請
負
契
約
の

金
額
を
変
更

吉
川
議
員　

東
側
の
側
溝
の

移
設
と
渡
り
廊
下
の
支
柱
移

動
は
最
初
か
ら
設
計
に
入
れ

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

体
育
館
の

施
設
外
と
い
う
こ
と
と
工
事

に
は
直
接
影
響
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
設
計
が
で
き
上

が
っ
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

工
事
を
や
っ
て
い
く
中
で
不

都
合
が
出
て
き
た
の
で
今
回

変
更
し
ま
し
た
。

江
嵜
議
員　

補
助
対
象
外
と

い
う
話
は
聞
き
ま
し
た
。
起

債
の
対
象
に
な
ら
な
い
の
な

ら
ば
、
体
育
館
の
工
事
が
終

わ
っ
た
後
で
地
元
業
者
に
発

注
が
可
能
に
な
る
工
事
で
は

な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
考
え
て
、
2

月
中
に
工
事
を
終
わ
ら
せ
た

い
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し

て
工
事
を
切
り
離
す
と
い
う

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

１２月１２月
定例会定例会

　

平
成
23
年
12
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
4
日
間
の
日
程
で
、
12
月
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
氷
川
町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
、
立
神
峡
公
園
な
ど
の
指
定
管
理

者
の
指
定
6
件
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
な
ど
提
案
さ
れ
た
議
案
は

す
べ
て
原
案
の
通
り
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
発
議
と
し
て
出
さ
れ
た
、
氷
川
町

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
氷
川
町
民
か
ら
出
さ
れ
て

い
た
三
浦
賢
治
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
の
請
願
は
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

立神峡公園など６施設  の指定管理者決まる立神峡公園など６施設  の指定管理者決まる

条
例
改
正

補
正
予
算

主
な
質
疑

主
な
質
疑

指定管理者が決まった立神峡公園

年間125万人を超える来客がある竜北物産館

障害者福祉費や土地利用型農業支援など　    4663万円の増額（一般会計補正予算）

決
定
し
た
主
な
も
の

指
定
管
理
者
指
定

工
事
請
負
契
約
変
更

新
規
参
入
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か

物
産
館
の
利
益
を
氷
川
の

し
ず
く
に
回
し
て
は
い
な
い
か

指
定
管
理
者

工
事
請
負
契
約

当
初
か
ら
設
計
に
入
れ
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か

　指定管理者制度は、住民の福祉を

増進する目的をもってその利用に供

するための施設である公の施設につ

いて、民間事業者等が有するノウハ

ウを活用することにより、住民サー

ビスの質の向上を図っていくことで、

施設の設置目的を効果的に達成する

ために、平成15年9月に設けられま

した。

指定管理者制度とは


